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を振り、本文中には  図◼ と記した。 
•すべての表は（全18点）については、巻末にまとめた。1～18の通し番号を振り、本



























ブラント・ファン・レイン（Rembrandt H. van Rijn 1606-1669）及びウジェーヌ・








































































































































































































































































 序章  
 第１章　セガンティーニの作品と生涯の変遷   
 第２章　筆触の分析       
 第３章　線状の筆触の表現効果　       




















































































































で生まれた。56歳の父アゴスティーノ・セガティーニ（Agos t i no Sega t i n i 
13


















物語には事実でない部分が多々あったことがわかっている ⁠8 ︎ ︎。現在ではセガンティーニ
の死後、息子のゴッタルド（Got t a rdo 1882 -1974）によって書かれた伝記








ディ・ブレラ（Palazzo di Brera）のブレラ美術学校（Accademia di Belle Arti di 
Brera）（図１、図２）の夜間コースに登録し、装飾美術を学ぶこととなった。昼は生












































































































































































































































































（Piz Arlos 標高2696m）、ピッツ・マルテナス（Piz Martegnas 標高2670m）ピッ
ツ・クルヴェール（Piz Curver 標高2927m）、ピッツ・トイッサ（Piz Toissa 標高
2657m）といった2000m後半の山々を望むことができる（図39）。西にはピッツ・



























































































































































































































































































































































































































































































































































































ていた 15。 ⁠ 実際に、オランジェリー美術館に展示されているモネの大作《The Water 
















エドガー・ドガ（Edgar Degas 1834-1917）の筆触は「豊かなタッチ」 ⁠17 とあるよ
うに、短い線状の筆触や幅の広い筆触、長い線状の筆触などを使用していた。










































指している ⁠25。ポスト印象派では、ポール・セザンヌ（Paul Cézanne 1839-1906）、
フィンセント・ヴァン・ゴッホ（Vincent van Gogh 1853-1890）などが筆触分割を
用いていた画家として挙げられる。それぞれの筆触の特徴をダンスタンの『印象派の
技法』及びウィリアム・ハーディ（William Hardy 生年不詳）の著書『巨匠の絵画技




















































































新印象派の主な画家はジョルジュ・スーラ（Georges Seurat  1859-1891）、ポー












ヒティング（Hajo Duchting 1949-）の著書『ジョルジュ・スーラ 1859-1891 点に
要約された絵画』 ⁠46にはスーラが科学理論を身につけていく過程を解説している。ス
ーラはまず、フランスの染織化学者であり、色彩の研究を行ったミシェル＝ウジェー
ヌ・シュヴルール （Michel-Eugène Chevreul 1786-1889）の著書『De la loi du 
contraste simultané des couleurs et de l'assortiment des objets colorés.（色彩の
調和と配色のすべて）』 ⁠47 から色彩理論の基礎と視覚混合の基礎的な理論を学ん
だ ⁠48。さらにニューヨークの物理学者でアマチュア画家でもあった、オグデン・ニコ
ラス・ルード（Ogden Nicholas Rood 1831-1902）の著書『Théorie scientifique 
des couleurs et leurs applications a  ` l'art et a  ` l'industrie（近代色彩理論）』 ⁠49 
から描画に役に立つ実践的な視覚混合の理論を得た ⁠50。ルードは著書『Théorie 













と こ ろ で 、 新 印 象 派 の 技 法 に は 、 「 分 割 主 義 （ デ ィ ヴ ィ ジ ョ ニ ズ ム 
divisionnisme）」と呼ばれる、「点描主義」とは別の名称がある。この呼称は美術辞






























































































































































 ・ミラノ市立近代美術館（Galleria d'Arte moderna di Milano） イタリア
 　所蔵の油彩画12点
 ・セガンティーニ美術館（Segantini Museum, St. Moritz） スイス
 　所蔵及び展示の油彩画17点
 ・チューリッヒ美術館（Kunsthaus Zürich） スイス
 　所蔵の油彩画７点
 ・シュテーデル美術館（Das Städel） ドイツ
 　所蔵の油彩画１点
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第５節　まとめ    
本章では、セガンティーニの作品に見られる厚塗りの線状の筆触のさらなる分析を




























































































































































































































































































































































（LEFRANC & BOURGEOIS）の油絵具を用いていたことがわかっている ⁠17。さらに
調査したところ、イタリア印象派の展覧会「Radical Light Italy's Divisionist 
Painters 1891-1910」 ⁠18の図録 ⁠19に掲載のオーロラ・スコッティ・トシーニ（Aurora 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スの画家 セガンティーニ ―光と山―』 及びカタログレゾネ『 Segantini: Catalogo Generale.』を参
考にした。
No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 技法・素材 所蔵
1 ブロンド髪の若い女性の頭部習作
Study for the head of a blond woman
1878-79 31×29.5 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
2 鐘つき番
The Ringer
1879-80 140×70 カンヴァスに油彩 トレント=ロヴェレート近現代
美術館
3 二十歳の自画像
Self-Portrait at the Age of Twenty
1879-80 35×26 カンヴァスに油彩 アルコ市庁舎
4 プシアーノの夕暮れ
Sunset in Pusiano
1880頃 65×95 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
5 死んだカモシカ
Dead Chamois
1881 75×100 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
6 羊のいる風景
Landscape with Sheep




1881-82 85.5×48 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
8 自画像
Self-Portrait
1882頃 52×38.5 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
9 水飲み場の夕べ
Sunset at the Trough
1882-83 47.5×84 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
10 小屋に帰る羊の群れ
Return to the Sheep Shed




1883-84 117×216.5 カンヴァスに油彩 東京、国立西洋美術館
12 11月の寒い日
Cold November Day
1883-84 30.5×43 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
13 婦人像
Portrait of a Lady
1883-84 120×87 カンヴァスに油彩 福山、福山美術館
14 羊たちへの祝福
The Blessing of the Sheep 
1884頃 198×120 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
15 ニンジンのある静物
Still Life with Carrots
1884 57×80 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
16 階段の習作






1884-86 108×211 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
18 キノコ
Mushrooms




1886頃 114×81.5 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
212




Ave Maria Crossing the Lake
1886 120×93 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
21 水を運ぶ女
The Water Carrier




1887 54×79 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
23 水を飲む茶色い雌牛
Brown Cow at the Trough
1887 87×71 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
24 わがモデルたち
My Models
1888 65.5×92.5 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
25 小屋に帰る羊の群れ
Return to the Sheep Shed




1888 53×91.5 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
27 雪解けの時に
During the Thaw
1888 66×98 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
28 疾駆する馬
Galloping Horse
1887-89 82×97 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
29 母と母
The Two Mothers
1889 157×280 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
30 森からの帰途
Return from the Wood
1890 64×95 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
31 母山羊と子山羊
A Goat with Her Kid
1891 31×72.5 カンヴァスに油彩 アムステルダム、ファン・ゴッホ
美術館
32 アルプスの真昼
Midday in the Alps
1891 77.6×71.5 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
33 アルプスの真昼
High Noon in the Alps
1892 86×80 カンヴァスに油彩 大原美術館
34 雌牛の頭部
Head of a Cow
1892 55×68 カンヴァスに油彩 アルコ市庁舎
35 水飲み場の赤い雌牛
Brown Cow at the Trough
1892 74×61 カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
36 死せるのろ鹿
Dead Roe-Deer
1892 55.5×96.5 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
37 日陰の憩い
Repose in the Shade




1892 65.5×42 カンヴァスに油彩 クール、ビュンドナー美術館
39 井戸のかたわらに女性のいるアルプス
の風景
Alpine Landscape with Woman at 
the Well





Portrait of Signora Gaetana 
Casiraghi Oriani
1894 100×70 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
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No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 技法・素材 所蔵
41 生命の天使
The Angel of Life
1894 276×217 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
42 アルプスの牧場
Alpine Meadows
1893-95 169×278 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
43 マロヤの風景
Landscape in Maloja
1895 125×60 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
44 生命の泉の愛
Love at the Fount of Life
1896 70×98 カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
45 春の牧草地
Springtime Pasture
1896 97.5×155.5 カンヴァスに油彩 ミラノ、ブレラ美術館
46 愛の女神
Pagan Goddess













1897 77×124 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
50 カルロ・ロッタの肖像
Portrait of Carlo Rotta




1897頃 77.5×32 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
52 アルプスの夕日
Alpine Landscape at Sunset
1895-98 86×137.5 カンヴァスに油彩 シュテーデル美術館
53 じゃがいもをむく女性
Woman Peeling Potatoes








Alpine Triptych ; Life
1896-99 190×322 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
56 〈アルプス三連画〉自然
Alpine Triptych ; Nature
1898-99 235×403 カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ
美術館
57 〈アルプス三連画〉死
Alpine Triptych ; Death





Study for the head of a blond woman
1878-79年 31×29.5 cm カンヴァスに油彩
ミラノ市立近代美術館
３ 《二十歳の自画像》
Self-Portrait at the Age of Twenty
































1881-82年 85.5×48 cm カンヴァスに油彩
ザンクト・ガレン美術館
９ 《水飲み場の夕べ》
Sunset at the Trough








1882年頃 52×38.5 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
10 《小屋に帰る羊の群れ》
Return to the Sheep Shed
















Portrait of a Lady
1883-84年 120×87 cm カンヴァスに油彩
福山、福山美術館
15 《ニンジンのある静物》
Still Life with Carrots




1884-86年 108×211 cm カンヴァスに油彩
ザンクト・ガレン美術館
14 《羊たちへの祝福》
The Blessing of the Sheep
1884年頃 198×120 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
16 《階段の習作》
Study of a Staircase





















1886-87年 74×45.5 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
23 《水を飲む茶色い雌牛》
Brown Cow at the Trough
1887年 87×71 cm カンヴァスに油彩
ミラノ市立近代美術館
20 《湖上のアヴェ・マリア》
Ave Maria Crossing the Lake 





















Return to the Sheep Shed
















1887-89年 82×97 cm カンヴァスに油彩
ミラノ市立近代美術館
30 《森からの帰途》
Return from the Wood








A Goat with Her Kid
1891年 31×72.5 cm カンヴァスに油彩
アムステルダム、ファン・ゴッホ美術館
33 《アルプスの真昼》
High Noon in the Alps
1892年 86×80 cm カンヴァスに油彩
大原美術館
35 《水飲み場の赤い雌牛》
Brown Cow at the Trough 
1892年 74×61 cm カンヴァスに油彩
ザンクト・ガレン美術館
32 《アルプスの真昼》
Midday in the Alps
1891年 77.6×71.5 cm カンヴァスに油彩
ザンクト・ガレン美術館
34 《雌牛の頭部》
Head of a Cow
















Repose in the Shade
1892年 44×68 cm カンヴァスに油彩
クリストフ・ブロヒャー・コレクション
39 《井戸のかたわらに女性のいるアルプスの風景》
Alpine Landscape with Woman at the Well




The Angel of Life




1892年 65.5×42 cm カンヴァスに油彩
クール、ビュンドナー美術館
40 《ガエターナ・カジキーラ・オリアーニ夫人の肖像》
Portrait of Signora Gaetana Casiraghi Oriani
























1896-97年 40×74 cm 厚紙に油彩、ズグラッフィート
チューリッヒ美術館
44 《生命の泉の愛》
Love at the Fount of Life




1894-97年 220×144 cm カンヴァスに油彩
ミラノ市立近代美術館
48 《淫蕩な女たちへの懲罰》
The Punishment of Lust














1897年頃 77.5×32 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
53 《じゃがいもをむく女性》
Woman Peeling Potatoes 
1898年 50×37.5 cm カンヴァスに油彩
クール、ビュンドナー美術館
50 《カルロ・ロッタの肖像》
Portrait of Carlo Rotta
1897年 201×121 cm カンヴァスに油彩
ミラノ、オスペダーレ・マッジョーレ
52 《アルプスの夕日》
Alpine Landscape at Sunset 

















Alpine Triptych ; Life
1896-99年 190×322 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
57 〈アルプス三連画〉《死》
Alpine Triptych ; Death
1896-99年 190×322 cm カンヴァスに油彩
サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
56 〈アルプス三連画〉《自然》
Alpine Triptych ; Nature 




『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』 









No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 時代区分 線状の筆触
1 ブロンド髪の若い女性の頭部習作 1878-79 31×29.5 ミラノ ×
2 鐘つき番 1879-80 140×70 ×
3 二十歳の自画像 1879-80 35×26 ×
4 プシアーノの夕暮れ 1880頃 65×95 ×
5 死んだカモシカ 1881 75×100 ×
6 羊のいる風景 1881 73×45 ブリアンツァ ×
7 十字架への接吻 1881-82 85.5×48 ×
8 自画像 1882頃 52×38.5 ×
9 水飲み場の夕べ 1882-83 47.5×84 ×
10 小屋に帰る羊の群れ 1883-84 63×100 ×
11 羊の剪毛 1883-84 117×216.5 ×
12 11月の寒い日 1883-84 30.5×43 ×
13 婦人像 1883-84 120×87 ×
14 羊たちへの祝福 1884頃 198×120 ×
15 ニンジンのある静物 1884 57×80 ×
16 階段の習作 1884-85 40×61 ×
17 早朝のミサへ 1884-86 108×211 ×
18 キノコ 1886 56×87 ×
19 吊るされたガチョウ 1886頃 114×81.5 ×
20 湖上のアヴェ・マリア 1886 120×93 サヴォニン ◯
21 水を運ぶ女 1886-87 74×45.5 ◯
22 グリゾン州の衣装 1887 54×79 ◯
23 水を飲む茶色い雌牛 1887 87×71 ◯
24 わがモデルたち 1888 65.5×92.5 ◯
25 小屋に帰る羊の群れ 1888 79.5×133 ◯
26 靴下を編む少女 1888 53×91.5 ◯
27 雪解けの時に 1888 66×98 ◯
28 疾駆する馬 1887-89 82×97 ◯
29 母と母 1889 157×280 ◯
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No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 時代区分 線状の筆触
30 森からの帰途 1890 64×95 サヴォニン ◯
31 母山羊と子山羊 1891 31×72.5 ◯
32 アルプスの真昼 1891 77.6×71.5 ◯
33 アルプスの真昼 1892 86×80 ◯
34 雌牛の頭部 1892 55×68 ◯
35 水飲み場の赤い雌牛 1892 74×61 ◯
36 死せるのろ鹿 1892 55.5×96.5 ◯
37 日陰の憩い 1892 44×68 ◯






1894 100×70 マロヤ ◯
41 生命の天使 1894 276×217 ◯
42 アルプスの牧場 1893-95 169×278 ◯
43 マロヤの風景 1895 125×60 ◯
44 生命の泉の愛 1896 70×98 ◯
45 春の牧草地 1896 97.5×155.5 ◯
46 愛の女神 1894-97 220×144 ◯
47 悪しき母たち 1896-97 40×74 ◯
48 淫蕩な女たちへの懲罰 1896-97 40×74 ◯
49 虚栄 1897 77×124 ◯
50 カルロ・ロッタの肖像 1897 201×121 ◯
51 ハイマツの枝 1897頃 77.5×32 ◯
52 アルプスの夕日 1895-98 不明 ◯
53 じゃがいもをむく女性 1898 50×37.5 ◯
54 干し草の収穫 1888頃、1899 137×149 ◯
55 〈アルプス三連画〉生命 1896-99 190×322 ◯
56 〈アルプス三連画〉自然 1898-99 235×403 ◯

















○ - - - - - - - - - -
2 鐘つき番 1879-80 ○ - - - - - - - - - ○
3 二十歳の自画像 1879-80 ○ - - - - - - - - - -
4 プシアーノの夕暮れ 1880頃 - - - - - ○ ○ ○ ○ - -
5 死んだカモシカ 1881 - ○ ○ - - - - - - - -
6 羊のいる風景 1881 ブリアンツァ - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○
7 十字架への接吻 1881-82 ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - -
8 自画像 1882頃 ○ - - - - - - - - - -
9 水飲み場の夕べ 1882-83 ○ ○ ○ - - ○ - - - ○ -
10 小屋に帰る羊の群れ 1883-84 ○ ○ - - - ○ ○ ○ - - ○
11 羊の剪毛 1883-84 ○ ○ - ○ - ○ ○ ○ - - ○
12 11月の寒い日 1883-84 ○ ○ - ○ - ○ - ○ - - -
13 婦人像 1883-84 ○ - - - - - - - - - -
14 羊たちへの祝福 1884頃 ○ ○ - - - ○ - ○ ○ - ○
15 ニンジンのある静物 1884 - - ○ - - - - - - - -
16 階段の習作 1884-85 - - - - - - - ○ - - ○
17 早朝のミサへ 1884-86 ○ - - - - - - ○ - - ○
18 キノコ 1886 - - ○ - - - - - - - -
19 吊るされたガチョウ 1886頃 - ○ - - - - - - - - -
20 湖上のアヴェ・マリア 1886 サヴォニン ○ ○ - - - ○ - ○ - ○ ○
21 水を運ぶ女 1886-87 ○ - - - - - - ○ - ○ ○
22 グリゾン州の衣装 1887 ○ - ○ ○ - ○ - - - - -
23 水を飲む茶色い雌牛 1887 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
24 わがモデルたち 1888 ○ - - - - - - - - - ○
25 小屋に帰る羊の群れ 1888 ○ ○ ○ - - ○ - ○ - - ○
26 靴下を編む少女 1888 ○ ○ ○ ○ - ○ - ○ - - ○
27 雪解けの時に 1888 ○ ○ - - - ○ - - - ○ ○
28 疾駆する馬 1887-89 - ○ ○ ○ - ○ - ○ - - -
29 母と母 1889 ○ ○ - - - - - - - - ○
30 森からの帰途 1890 ○ - - - - ○ ○ ○ - - ○
31 母山羊と子山羊 1891 - ○ ○ - - ○ - - - - -
32 アルプスの真昼 1891 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ○
33 アルプスの真昼 1892 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -
34 雌牛の頭部 1892 - ○ ○ - - ○ - - - - -
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④草、花 ⑤木 ⑥岩 ⑦大地 ⑧山 ⑨空 ⑩雲 ⑪水辺
35 水飲み場の赤い雌牛 1892 サヴォニン - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 死せるのろ鹿 1892 - ○ - - - - - - - - -
37 日陰の憩い 1892 ○ ○ ○ - - ○ - - - - ○








○ - - - - - - - - - -
41 生命の天使 1894 ○ - - ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -
42 アルプスの牧場 1893-95 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
43 マロヤの風景 1895 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 生命の泉の愛 1896 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
45 春の牧草地 1896 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
46 愛の女神 1894-97 ○ - - - - ○ ○ ○ ○ - -
47 悪しき母たち 1896-97 ○ - - ○ - ○ ○ ○ - - -
48 淫蕩な女たちへの懲罰 1896-97 ○ - - ○ - ○ ○ ○ ○ - -
49 虚栄 1897 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ -
50 カルロ・ロッタの肖像 1897 ○ - - - - - - ○ - - ○
51 ハイマツの枝 1897頃 - - - ○ - - - ○ - - -
52 アルプスの夕日 1895-98 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ -
53 じゃがいもをむく女性 1898 ○ - - - - - - - - - ○
54 干し草の収穫 1888頃、
1899 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - -
55 〈アルプス三連画〉生命 1896-99 ○ ○ - - - ○ ○ ○ ○ - ○
56 〈アルプス三連画〉自然 1898-99 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○














No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 時代区分 割れ
1 ブロンド髪の若い女性の頭部習作 1878-79 31×29.5 ミラノ ◯
2 鐘つき番 1879-80 140×70 ×
3 二十歳の自画像 1879-80 35×26 ◯
4 プシアーノの夕暮れ 1880頃 65×95 ◯
5 死んだカモシカ 1881 75×100 ×
6 羊のいる風景 1881 73×45 ブリアンツァ ◯
7 十字架への接吻 1881-82 85.5×48 ◯
8 自画像 1882頃 52×38.5 ×
9 水飲み場の夕べ 1882-83 47.5×84 ◯
10 小屋に帰る羊の群れ 1883-84 63×100 ×
11 羊の剪毛 1883-84 117×216.5 ×
12 11月の寒い日 1883-84 30.5×43 ×
13 婦人像 1883-84 120×87 ×
14 羊たちへの祝福 1884頃 198×120 ×
15 ニンジンのある静物 1884 57×80 ×
16 階段の習作 1884-85 40×61 ×
17 早朝のミサへ 1884-86 108×211 ×
18 キノコ 1886 56×87 ◯
19 吊るされたガチョウ 1886頃 114×81.5 ×
20 湖上のアヴェ・マリア 1886 120×93 サヴォニン ◯
21 水を運ぶ女 1886-87 74×45.5 ◯
22 グリゾン州の衣装 1887 54×79 ◯
23 水を飲む茶色い雌牛 1887 87×71 ◯
24 わがモデルたち 1888 65.5×92.5 ◯
25 小屋に帰る羊の群れ 1888 79.5×133 ◯
26 靴下を編む少女 1888 53×91.5 ◯
27 雪解けの時に 1888 66×98 ◯
28 疾駆する馬 1887-89 82×97 ◯
29 母と母 1889 157×280 ◯
234
No. 作品名 制作年 サイズ（cm） 時代区分 割れ
30 森からの帰途 1890 64×95 サヴォニン ◯
31 母山羊と子山羊 1891 31×72.5 ×
32 アルプスの真昼 1891 77.6×71.5 ◯
33 アルプスの真昼 1892 86×80 ◯
34 雌牛の頭部 1892 55×68 ◯
35 水飲み場の赤い雌牛 1892 74×61 ◯
36 死せるのろ鹿 1892 55.5×96.5 ×
37 日陰の憩い 1892 44×68 ◯






1894 100×70 マロヤ ×
41 生命の天使 1894 276×217 ×
42 アルプスの牧場 1893-95 169×278 ◯
43 マロヤの風景 1895 125×60 ◯
44 生命の泉の愛 1896 70×98 ◯
45 春の牧草地 1896 97.5×155.5 ×
46 愛の女神 1894-97 220×144 ◯
47 悪しき母たち 1896-97 40×74 ◯
48 淫蕩な女たちへの懲罰 1896-97 40×74 ×
49 虚栄 1897 77×124 ◯
50 カルロ・ロッタの肖像 1897 201×121 ◯
51 ハイマツの枝 1897頃 77.5×32 ×
52 アルプスの夕日 1895-98 不明 ◯
53 じゃがいもをむく女性 1898 50×37.5 ◯
54 干し草の収穫 1888頃、1899 137×149 ◯
55 〈アルプス三連画〉生命 1896-99 190×322 ◯
56 〈アルプス三連画〉自然 1898-99 235×403 ◯














































1873年 油彩、カンヴァス 200×110cm ミラノ市立近代美術館、イタリア
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?????の??のため??しない
図５ 《サンタントーニオ聖堂の聖歌隊席》 The Choir of Sant’ Antonio
1879年 119.5×85 cm カンヴァスに油彩 個人蔵
図６ 《鐘つき番》 The Ringer





図７ 《二十歳の自画像》 Self-Portrait at the Age of Twenty
1879-80年 35×26 cm カンヴァスに油彩 アルコ市庁舎
図８ 《ブロンドの髪の若い女性の頭部習作 》 Study for the head of a blond woman
















図17 《湖上のアヴェ・マリア》 Ave Maria Crossing the Lake
1882年 サイズ不明 キャンヴァスに油彩 現存不明
図18 《晩鐘》
ジャン＝フランソワ・ミレー（1814-1875）




図19 《羊のいる風景》 Landscape with Sheep
1881年 73×45 cm カンヴァスに油彩 リゴルネット、ヴィンチェンツォ・ヴェラ美術館
図20 《十字架への接吻》 Kissing the Cross





図21 《水飲み場の夕べ》 Sunset at the Trough
1882-83年 47.5×84 cm カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
図22 《牧場の柵にて》 At the Rail




図23 《羊の剪毛》 The Sheep shearing
1883-84年 117×216.5 cm カンヴァスに油彩 東京、国立西洋美術館
図24 《婦人像》 Portrait of a Lady





1886年 56×87 cm カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
図26 《ニンジンのある静物》 Still Life with Carrots




図27 《11月の寒い日》 Cold November Day
1883-84年 30.5×43 cm カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
図28 《早朝のミサへ》 Early Mass





















画像の左：ピッツ・アーロス（Piz Arlos）（2696m）。 中央：ピッツ・マルテナス（Piz 
Martegnas）（2670m）。 右奥の雪山：ピッツ・クルヴェール（Piz Curver）（2927m）。 右：
ピッツ・トイッサ（Piz Toissa）（2657m）。
図40 サヴォニンの西の山並み。





図42 《湖上のアヴェ・マリア》 Ave Maria Crossing the Lake 
1886年 120×93 cm カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
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?????の??のため??しない
図43 《アルプスの真昼》 Midday in the Alps
1891年 77.6×71.5 cm カンヴァスに油彩 ザンクト・ガレン美術館
図44 《耕作》 Ploughing




図45 《靴下を編む少女》 Girl Knitting
1888年 53×91.5 cm カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
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図46 《アルプスの真昼》 High Noon in the Alps





図49 《母山羊と子山羊》 A Goat with Her Kid
1891年 31×72.5 cm カンヴァスに油彩 アムステルダム、ファン・ゴッホ美術館
図50 《井戸のかたわらに女性のいるアルプスの風景》
Alpine Landscape with Woman at the Well











図54 《疾駆する馬》 Galloping Horse




図55 《母と母》 The Two Mothers





















































1898-99年 137×108cm 紙に木炭とコンテ サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
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図75 〈アルプス三連画〉《生命》 Alpine Triptych ; Life
1896-99年 190×322 cm カンヴァスに油彩 サン・モリッツ、セガンティーニ美術館
図76 〈アルプス三連画〉《自然》 Alpine Triptych ; Nature 




図77 〈アルプス三連画〉《死》 Alpine Triptych ; Death




図79 《生命の泉の愛》 Love at the Fount of Life
1896年 70×98 cm カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
図80 《虚栄》 Vanitas




図81 《生命の天使》 The Angel of Life
1894年 276×217 cm カンヴァスに油彩 ミラノ市立近代美術館
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図82 《淫蕩な女たちへの懲罰》 The Punishment of Lust
1896-97年 40×74 cm 厚紙に油彩、ズグラッフィート チューリッヒ美術館
図83 《悪しき母たち》 The Bad Mothers




図84 《春の牧草地》 Springtime Pasture
1896年 97.5×155.5 cm カンヴァスに油彩 ミラノ、ブレラ美術館
図85 《故郷への帰還》 Return the Native Land







図版典拠： Beyeler Museum AG, Diana Segantini, Guido Magnaguagno, Ulf Kuster  




図版典拠： Beyeler Museum AG, Diana Segantini, Guido Magnaguagno, Ulf Kuster  
”SEGANTINI”, the Beyeler Museum AG, 2011
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図89 《Charing Cross Bridge, la Tamise》 
クロード・モネ（1840-1926）
1903年 73.5×100 cm カンヴァスに油彩 リヨン美術館




図91 《The Water Lilies - Green Reﬂections（Reﬂets verts）》
クロード・モネ
1914-1926年 200×850 cm 油彩 オランジュリー美術館




図93 《Woman tying her Shoe（靴の紐を結ぶ女）》 
ピエール＝オーギュスト・ルノワール（1841-1919）
1918年頃 50.5× 56.5 cm 油彩、キャンバス コートールド･ギャラリー




図95 《La bergère（羊飼いの娘）》 
カミーユ・ピサロ（1830-1903）
1881年頃 81×64.7cm 油彩、キャンバス オルセー美術館
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図96 《View from my Window, Eragny（自宅の窓から見た曇り空、エラニー）》
カミーユ・ピサロ
1886-1888年 65×80 cm 油彩、キャンバス アシュモレアン博物館
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図97 《Danseuses sur la scène（ステージ上のダンサー）》 
エドガー・ドガ（1834-1917）
1889年 76×82 cm カンヴァスに油彩 リヨン美術館




図99 《Pommes et biscuits（林檎とビスケット）》 
ポール・セザンヌ（1839-1906）
1879-1882年 45×55cm カンヴァスに油彩 オランジュリー美術館




図101 《Le cyprès et l'arbre en ﬂeurs（糸杉のある麦畑）》 
フィンセント・ヴァン・ゴッホ（1853-1890）
1889年 サイズ不明 カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
図102 《The Haystacks（干し草つくり）》 
ポール・ゴーギャン（1848-1903）




図103 《Jeune femme se poudrant（化粧をする若い女）》 
ジョルジュ・スーラ（1859-1891）
1889-1890年 95.5×79.5cm カンヴァスに油彩 コートールド･ギャラリー
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図106 《プシアーノの夕暮れ》 Sunset in Pusiano
























図115 《小屋に帰る羊の群れ》 Return to the Sheep Shed






図118 《吊るされたガチョウ》 Hung Goose



















図125 《グリゾン州の衣装》 Grisons Costume








図128 《水を飲む茶色い雌牛》 Brown Cow at the Trough


















図135 《わがモデルたち》 My Models





図137 《水飲み場の赤い雌牛》 Brown Cow at the Trough 























図146 《アルプスの牧場》 Alpine Meadows
1893-95年 169×278 cm カンヴァスに油彩 チューリッヒ美術館
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図147 《カルロ・ロッタの肖像》 Portrait of Carlo Rotta




Portrait of Signora Gaetana Casiraghi Oriani
































































図173 《バルコニーにて》 On the Balcony















図179 《愛の女神》 Pagan Goddess


















































































































図224 《羊たちへの祝福》 The Blessing of the Sheep


























図235 《アルプスの夕日》 Alpine Landscape at Sunset 



















図242 《日陰の憩い》 Repose in the Shade























図257 《ヴィットーレ・グルビシーの肖像》 Portrait of Vittore Grubicy

















図265 輪郭線で区分した同色の２つの面。   
379
図266 AとBの面にそれぞれ異なる向きの線を引き２つの面を区分した。










図274 《ポンテサンマルコのナビリオ》 The Naviglio with the Ponte San Marco
1880年 76×52.5 cm カンヴァスに油彩 個人蔵
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図275 《農民女性の肖像》 Portrait of Peasant Woman
1880-82年 44.5×31.5 cm カンヴァスに油彩、厚紙に貼る 個人蔵
図276 《魚のある静物》 Still Life with Fish




図277 《夕暮れの平原》 Plain at Dusk



















図284 《干し草の収穫》 Hay Harvest









図288 《マロヤの風景》 Landscape in Maloja






























図300 《死せる英雄》 Dead Hero







































図315 《移動する羊の群れ》 Moving Flock of Sheep
1882年 15×23.2 cm 紙 個人蔵
図316 《腰掛ける農民》 Contadina seduta




図317 《靴下を編む少女》 Girl Knitting












図322 《アルプスの風景》 Alpine Landscape 














図版典拠： Beyeler Museum AG, Diana Segantini, Guido Magnaguagno, Ulf Kuster  







図328 〈アルプス三連画〉《生命》の見本素描の部分。 鉛筆、コンテ、紙 137×108cm 1898-99年
図329 〈アルプス三連画〉《生命》の習作 Study for Life
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79. 1897年にグスタフ・クリムト（Gustav Klimt 1862-1918）を中心にウィーンで結成され
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171. 『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』
172. 筆者撮影。




































































































































300. 『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』








309. 筆者が撮影した画像及び “SEGANTINI” に掲載の図版から筆者が作図した。



























































































































































6. 『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』。
7. 筆者撮影。
8. 『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』。
9. 筆者撮影。






16. 『アルプスの画家 セガンティーニ ―光と山―』。
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